
(57)【要約】

【課題】歩行時のあおり動作を助勢し通常歩行が困難な

人でも安定した歩行が可能になる靴底、歩行靴を提供す

る。

【解決手段】靴底本体１を踵部１ａから爪先部１ｄに向

けて漸次肉薄で、踏付け部１ｃから爪先部１ｄに向けて

上方へ漸次反り上がるよう弾性材料で一体成形する。不

踏部１ｂと踏付け部１ｃの間、踏付け部１ｃと爪先部１

ｄの間に、接地面側の凹溝３ａ，４ａ、靴内面側の凹溝

３ｂ，４ｂを設ける。凹溝３ａ，４ａは第五指付け根部

位ａ側の端部３ａ－１，４ａ－１が外周縁５を横断して

靴底側面６に至り、第一指付け根部位ｅ側の端部３ａ－

２，４ａ－２が外周縁５手前にある。凹溝３ｂ，４ｂは

第五指付け根部位ａ側の端部３ｂ－１，４ｂ－１と、第

一指付け根部位ｅ側の端部３ｂ－２，４ｂ－２が外周縁

５手前にある。凹溝３ａ，４ａ、３ｂ，４ｂ間の幅ｈ１

，ｈ２が徐々に狭くなる。第五指付け根、第一指付け根

の着地時に不踏部１ｂ、踵部１ａが反り上がり、第一指

着地時に踏付け部１ｃが反り上がってあおり動作を適正

に助勢する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
踵 外 側 の 着 地 、 第 五 指 付 け 根 の 着 地 、 第 一 指 付 け 根 の 着 地 、 第 一 指 周 辺 で の 蹴 り 出 し の 各
動 作 が 順 次 行 わ れ る 歩 行 時 の あ お り 動 作 を 助 勢 す る 靴 底 で あ っ て 、
踵 部 （ １ ａ ） 、 不 踏 部 （ １ ｂ ） 、 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） 、 爪 先 部 （ １ ｄ ） を 有 す る と 共 に 、 踵
部 か ら 爪 先 部 へ 向 け て 漸 次 肉 薄 に な り 、 且 つ 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） か ら 爪 先 部 （ １ ｄ ） へ 向 け
て 漸 次 上 方 へ 反 り 上 が る よ う 、 所 望 の 弾 性 材 料 で 靴 底 本 体 （ １ ） を 一 体 成 形 し て な り 、
該 靴 底 本 体 （ １ ） は 、 少 な く と も 、 不 踏 部 （ １ ｂ ） と 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） の 間 、 踏 付 け 部 （
１ ｃ ） と 爪 先 部 （ １ ｄ ） の 間 に 、 第 五 指 付 け 根 部 位 （ ａ ） 側 か ら 第 一 指 付 け 根 部 位 （ ｂ ）
側 ま で に 至 る 薄 肉 部 （ ３ ， ４ ） を 有 し 、
そ れ ら 薄 肉 部 （ ３ ， ４ ） は 、 靴 底 本 体 （ １ ） の 接 地 面 側 に 設 け た 凹 溝 （ ３ ａ ， ４ ａ ） と 、
靴 内 面 側 に 設 け た 凹 溝 （ ３ ｂ ， ４ ｂ ） か ら な り 、
前 記 接 地 面 側 の 凹 溝 （ ３ ａ ， ４ ａ ） は 、 第 五 指 付 け 根 部 位 （ ａ ） 側 の 端 部 （ ３ ａ － １ ， ４
ａ － １ ） が 靴 底 外 周 縁 （ ５ ） を 横 断 し て 靴 底 側 面 （ ６ ） に 至 り 、 第 一 指 付 け 根 部 位 （ ｂ ）
側 の 端 部 （ ３ ａ － ２ ， ４ ａ － ２ ） が 靴 底 外 周 縁 （ ５ ） の 手 前 に 位 置 す る よ う 形 成 さ れ 、
前 記 靴 内 面 側 の 凹 溝 （ ３ ｂ ， ４ ｂ ） は 、 第 五 指 付 け 根 部 位 （ ａ ） 側 の 端 部 （ ３ ｂ － １ ， ４
ｂ － １ ） と 、 第 一 指 付 け 根 部 位 （ ｂ ） 側 の 端 部 （ ３ ｂ － ２ ， ４ ｂ － ２ ） と が 、 靴 底 外 周 縁
（ ５ ） の 手 前 に 位 置 す る よ う 形 成 さ れ 、
さ ら に 、 接 地 面 側 の 各 凹 溝 （ ３ ａ ， ４ ａ ） 間 、 靴 内 面 側 の 凹 溝 （ ３ ｂ ， ４ ｂ ） 間 の 夫 々 の
幅 （ ｈ ） が 、 第 五 指 付 け 根 部 位 か ら 第 一 指 付 け 根 部 位 に 向 け て 徐 々 に 狭 く な る よ う に し て
、
歩 行 時 に 、 第 五 指 の 付 け 根 、 第 一 指 の 付 け 根 が 着 地 し た 際 の 不 踏 部 （ １ ｂ ） 、 踵 部 （ １ ａ
） の 反 り 上 が り を 助 長 し 、 さ ら に 第 一 指 が 着 地 し た 際 の 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） の 反 り 上 が り を
助 長 す る べ く 、 靴 底 本 体 （ １ ） の 弾 性 変 形 を 許 容 し て 、 前 記 あ お り 動 作 を 助 勢 す る よ う 形
成 し た こ と を 特 徴 と す る 靴 底 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 靴 底 本 体 （ １ ） の 少 な く と も 踵 部 、 踏 付 け 部 、 爪 先 部 の 接 地 面 側 に 滑 り 止 め 部 （ ２ ａ
， ２ ｂ ） を 設 け 、 こ れ ら 各 滑 り 止 め 部 （ ２ ａ ， ２ ｂ ） は 、 断 面 山 形 状 の 突 起 （ ９ ａ ， ９ ｂ
） を 、 靴 底 の 長 手 方 向 と 幅 方 向 に 沿 っ て 多 数 配 設 す る と 共 に 、 靴 底 幅 方 向 に お い て 隣 り 合
う 突 起 （ ９ ａ ， ９ ｂ ） の 傾 斜 方 向 が 互 い 違 い に な る よ う 、 一 方 の 突 起 （ ９ ａ ） を 爪 先 方 向
に 傾 斜 さ せ 、 他 方 の 突 起 （ ９ ｂ ） を 踵 方 向 に 傾 斜 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
靴 底 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 靴 底 （ Ａ １ ） 上 に 靴 本 体 （ Ａ ２ ） を 形 成 し て な る 歩 行 靴 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 歩 行 時 の あ お り 動 作 を 助 勢 す る 靴 底 と そ の 靴 底 を 備 え た 歩 行 靴 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
踵 外 側 の 着 地 、 第 五 指 付 け 根 の 着 地 、 第 一 指 付 け 根 の 着 地 、 第 一 指 周 辺 で の 蹴 り 出 し の 各
動 作 が 順 次 に 行 わ れ る 歩 行 時 の あ お り 動 作 を 助 勢 す る 底 構 造 を 備 え た 靴 と し て 、 例 え ば 特
許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ９ ２ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ７ ９ ０ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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こ れ ら 特 許 文 献 に 開 示 さ れ た 靴 に よ れ ば 、 接 地 面 の 適 所 に 溝 を 形 成 す る こ と で 靴 底 の 屈 曲
性 を 高 め て 、 歩 行 時 の あ お り 動 作 に 合 わ せ て 靴 底 が 屈 曲 す る よ う 構 成 さ れ て い る が 、 溝 が
靴 の 幅 方 向 全 域 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る た め 、 靴 底 が 前 方 部 、 中 間 部 、 後 方 部 に 三 分 割
さ れ て し ま い 、 必 ず し も 歩 行 時 の あ お り 動 作 に 合 わ せ て 靴 底 が 適 正 に 変 形 す る と は 言 え な
い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は こ の よ う な 従 来 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る 処 は 、 踵 外 側 の 着
地 、 第 五 指 付 け 根 の 着 地 、 第 一 指 付 け 根 の 着 地 、 第 一 指 周 辺 で の 蹴 り 出 し 動 作 が 順 次 に 行
わ れ る 歩 行 時 の あ お り 動 作 に 対 応 し て 適 宜 に 変 形 す る こ と で 、 あ お り 動 作 を 適 正 に 助 勢 し
て 、 高 齢 者 、 怪 我 人 、 病 人 、 障 害 者 な ど の 通 常 歩 行 が 困 難 で あ る 人 で あ っ て も 、 安 定 し た
歩 行 が 可 能 に な る 靴 底 と 、 そ の 靴 底 を 備 え た 歩 行 靴 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 踵 外 側 の 着 地 、 第 五 指 付 け 根 の 着 地 、 第 一 指 付 け
根 の 着 地 、 第 一 指 周 辺 で の 蹴 り 出 し の 各 動 作 が 順 次 行 わ れ る 歩 行 時 の あ お り 動 作 を 助 勢 す
る 靴 底 で あ っ て 、
踵 部 （ １ ａ ） 、 不 踏 部 （ １ ｂ ） 、 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） 、 爪 先 部 （ １ ｄ ） を 有 す る と 共 に 、 踵
部 か ら 爪 先 部 へ 向 け て 漸 次 肉 薄 に な り 、 且 つ 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） か ら 爪 先 部 （ １ ｄ ） へ 向 け
て 漸 次 上 方 へ 反 り 上 が る よ う 、 所 定 の 弾 性 を 有 す る ゴ ム 若 し く は 合 成 樹 脂 材 料 で 靴 底 本 体
（ １ ） を 一 体 成 形 し て な り 、
該 靴 底 本 体 （ １ ） は 、 少 な く と も 、 不 踏 部 （ １ ｂ ） と 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） の 間 、 踏 付 け 部 （
１ ｃ ） と 爪 先 部 （ １ ｄ ） の 間 に 、 第 五 指 付 け 根 部 位 （ ａ ） 側 か ら 第 一 指 付 け 根 部 位 （ ｂ ）
側 ま で に 至 る 薄 肉 部 （ ３ ， ４ ） を 有 し 、
そ れ ら 薄 肉 部 （ ３ ， ４ ） は 、 靴 底 本 体 （ １ ） の 接 地 面 側 に 設 け た 凹 溝 （ ３ ａ ， ４ ａ ） と 、
靴 内 面 側 に 設 け た 凹 溝 （ ３ ｂ ， ４ ｂ ） か ら な り 、
前 記 接 地 面 側 の 凹 溝 （ ３ ａ ， ４ ａ ） は 、 第 五 指 付 け 根 部 位 （ ａ ） 側 の 端 部 （ ３ ａ － １ ， ４
ａ － １ ） が 靴 底 外 周 縁 （ ５ ） を 横 断 し て 靴 底 側 面 （ ６ ） に 至 り 、 第 一 指 付 け 根 部 位 （ ｂ ）
側 の 端 部 （ ３ ａ － ２ ， ４ ａ － ２ ） が 靴 底 外 周 縁 （ ５ ） の 手 前 に 位 置 す る よ う 形 成 さ れ 、
前 記 靴 内 面 側 の 凹 溝 （ ３ ｂ ， ４ ｂ ） は 、 第 五 指 付 け 根 部 位 （ ａ ） 側 の 端 部 （ ３ ｂ － １ ， ４
ｂ － １ ） と 、 第 一 指 付 け 根 部 位 （ ｂ ） 側 の 端 部 （ ３ ｂ － ２ ， ４ ｂ － ２ ） と が 、 靴 底 外 周 縁
（ ５ ） の 手 前 に 位 置 す る よ う 形 成 さ れ 、
さ ら に 、 接 地 面 側 の 各 凹 溝 （ ３ ａ ， ４ ａ ） 間 、 靴 内 面 側 の 凹 溝 （ ３ ｂ ， ４ ｂ ） 間 の 夫 々 の
幅 （ ｈ ） が 、 第 五 指 付 け 根 部 位 か ら 第 一 指 付 け 根 部 位 に 向 け て 徐 々 に 狭 く な る よ う に し て
、
歩 行 時 に 、 第 五 指 の 付 け 根 、 第 一 指 の 付 け 根 が 着 地 し た 際 の 不 踏 部 （ １ ｂ ） 、 踵 部 （ １ ａ
） の 反 り 上 が り を 助 長 し 、 さ ら に 第 一 指 が 着 地 し た 際 の 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） の 反 り 上 が り を
助 長 す る べ く 、 靴 底 本 体 （ １ ） の 弾 性 変 形 を 許 容 し て 、 前 記 あ お り 動 作 を 助 勢 す る よ う 形
成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 歩 行 時 に 靴 底 本 体 （ １ ） が 適 時 に 弾 性 変 形 し 、 第 五 指 の 付 け 根
、 第 一 指 の 付 け 根 が 着 地 し た 際 に 不 踏 部 （ １ ｂ ） 、 踵 部 （ １ ａ ） が 反 り 上 が り 、 さ ら に 第
一 指 が 着 地 し た 際 に 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） が 反 り 上 が る 。 よ っ て 、 踵 外 側 の 着 地 、 第 五 指 付 け
根 の 着 地 、 第 一 指 付 け 根 の 着 地 、 第 一 指 周 辺 で の 蹴 り 出 し の 各 動 作 が 順 次 行 わ れ る 歩 行 時
の あ お り 動 作 が 適 正 に 助 勢 さ れ 、 高 齢 者 や 怪 我 人 、 病 人 、 障 害 者 な ど 、 通 常 歩 行 が 困 難 で
あ る 人 で あ っ て も 、 安 定 し た 歩 行 を 行 う こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 靴 底 に お い て 、 靴 底 本 体 （ １ ） の 少 な く と も 踵 部 、 踏 付 け 部 、 爪 先 部 の 接 地 面 側 に 滑
り 止 め 部 （ ２ ａ ， ２ ｂ ） を 設 け 、 こ れ ら 各 滑 り 止 め 部 （ ２ ａ ， ２ ｂ ） は 、 断 面 山 形 状 の 突
起 （ ９ ａ ， ９ ｂ ） を 、 靴 底 の 長 手 方 向 と 幅 方 向 に 沿 っ て 多 数 配 設 す る と 共 に 、 靴 底 幅 方 向
に お い て 隣 り 合 う 突 起 （ ９ ａ ， ９ ｂ ） の 傾 斜 方 向 が 互 い 違 い に な る よ う 、 一 方 の 突 起 （ ９
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ａ ） を 爪 先 方 向 に 傾 斜 さ せ 、 他 方 の 突 起 （ ９ ｂ ） を 踵 方 向 に 傾 斜 さ せ る と 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 各 滑 り 止 め 部 （ ２ ａ ， ２ ｂ ） に お い て 、 靴 底 幅 方 向 に 隣 り 合 う
断 面 山 形 状 の 突 起 （ ９ ａ ， ９ ｂ ） の 傾 斜 方 向 が 、 爪 先 方 向 と 踵 方 向 に 対 し 互 い 違 い に 現 出
す る よ う に な る の で 、 滑 り 止 め 効 果 が 増 大 す る と 共 に 、 接 地 面 に 対 す る グ リ ッ プ 力 が 増 加
し 、 前 記 あ お り 動 作 の 助 勢 作 用 を よ り 確 実 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 願 発 明 は 、 前 記 靴 底 上 に 靴 本 体 を 形 成 し て な る 歩 行 靴 を 含 む も の で あ る 。 該 歩 行 靴 は 、
本 質 的 に は 前 記 靴 底 の み に て 底 部 を 構 成 す る が 、 必 要 に 応 じ て 靴 内 部 に 中 敷 を 敷 い て も 良
い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 実 施 形 態 の 一 例 を 図 １ ～ 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
本 例 の 歩 行 靴 Ａ は 、 靴 底 Ａ １ 上 に 胛 被 な ど か ら な る 靴 本 体 Ａ ２ を 貼 着 し た も の で 、 靴 底 Ａ

１ は 靴 底 本 体 １ の 接 地 面 側 に 滑 り 止 め 部 ２ ａ ， ２ ｂ を 形 成 し て な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
靴 底 本 体 １ は 、 踵 部 １ ａ 、 不 踏 部 １ ｂ 、 踏 付 け 部 １ ｃ 、 爪 先 部 １ ｄ を 有 す る と 共 に 、 踵 部
１ ａ か ら 爪 先 部 １ ｄ へ 向 け て 漸 次 肉 薄 に な り 、 且 つ 踏 付 け 部 １ ｃ か ら 爪 先 部 １ ｄ へ 向 け て
漸 次 上 方 へ 反 り 上 が る よ う 、 所 望 の 弾 性 を 有 す る ゴ ム 又 は 合 成 樹 脂 材 料 等 に よ り 一 体 成 形
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
靴 底 本 体 １ の 踵 部 １ ａ 、 踏 付 け 部 １ ｃ 、 爪 先 部 １ ｄ に は 、 後 述 す る 滑 り 止 め 板 ８ ａ ， ８ ｂ
を 貼 着 さ れ る 凹 部 ７ ａ ， ７ ｂ が 、 靴 底 の 外 周 縁 ５ を 残 し て 凹 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
靴 底 本 体 １ の 不 踏 部 １ ｂ と 踏 付 け 部 １ ｃ の 間 、 お よ び 、 踏 付 け 部 １ ｃ と 爪 先 部 １ ｄ の 間 に
は 、 第 五 指 付 け 根 部 位 ａ か ら 第 一 指 付 け 根 部 位 ｂ ま で に 至 る 薄 肉 部 ３ ， ４ が 形 成 さ れ て い
る 。
薄 肉 部 ３ ， ４ は 、 靴 底 本 体 １ の 接 地 面 側 に 設 け た 凹 溝 ３ ａ ， ４ ａ と 、 靴 内 面 側 に 設 け た 凹
溝 ３ ｂ ， ４ ｂ か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
接 地 面 側 の 凹 溝 ３ ａ ， ４ ａ は 、 第 五 指 付 け 根 部 位 ａ 側 の 端 部 ３ ａ － １ ， ４ ａ － １ が 、 靴 底
の 外 周 縁 ５ を 横 断 し て 靴 底 の 側 面 ６ に 至 り 、 第 一 指 付 け 根 部 位 ｂ 側 の 端 部 ３ ａ － ２ ， ４ ａ
－ ２ が 、 靴 底 の 外 周 縁 ５ の 手 前 に 位 置 す る よ う 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
靴 内 面 側 の 凹 溝 ３ ｂ ， ４ ｂ は 、 第 五 指 付 け 根 部 位 ａ 側 の 端 部 ３ ｂ － １ ， ４ ｂ － １ と 、 第 一
指 付 け 根 部 位 ｂ 側 の 端 部 ３ ｂ － ２ ， ４ ｂ － ２ と が 、 靴 底 の 外 周 縁 ５ の 手 前 に 位 置 す る よ う
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 夫 々 の 凹 溝 ３ ａ ， ４ ａ 、 ３ ｂ ， ４ ｂ は 、 接 地 面 側 の 各 凹 溝 ３ ａ ， ４ ａ の 間 、 お よ び
、 靴 内 面 側 の 凹 溝 ３ ｂ ， ４ ｂ の 間 の 夫 々 の 幅 ｈ が 、 第 五 指 付 け 根 部 位 ａ か ら 第 一 指 付 け 根
部 位 ｂ に 向 け て 徐 々 に 狭 く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
滑 り 止 め 部 ２ ａ ， ２ ｂ は 、 靴 底 本 体 １ の 踵 部 １ ａ 、 踏 付 け 部 １ ｃ 、 爪 先 部 １ ｄ の 接 地 面 側
に 設 け た 凹 部 ７ ａ ， ７ ｂ に 、 靴 底 本 体 １ と 同 種 の 材 料 も し く は 硬 質 材 料 に よ り 一 体 成 形 し
た 滑 止 め 板 ８ ａ ， ８ ｂ を 貼 着 し て な り 、 各 滑 止 め 板 ８ ａ ， ８ ｂ の 表 面 に は 、 断 面 山 形 状 の
突 起 ９ ａ ， ９ ｂ が 多 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
各 突 起 ９ ａ ， ９ ｂ は 、 靴 底 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 一 列 に 並 ぶ と 共 に 、 そ の 突 起 列 が 靴 底 幅 方
向 に 対 し 並 列 状 に 多 数 配 列 さ れ る よ う 形 成 さ れ 、 且 つ 、 靴 底 幅 方 向 に お い て 隣 り 合 う 突 起
９ ａ ， ９ ｂ の 傾 斜 方 向 が 互 い 違 い に な る よ う 、 一 方 の 突 起 ９ ａ が 爪 先 方 向 に 傾 斜 し 、 他 方
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の 突 起 ９ ｂ が 踵 方 向 に 傾 斜 す る よ う 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 の 構 成 に な る 本 例 の 歩 行 靴 Ａ に よ れ ば 、 歩 行 時 に お い て 靴 底 Ａ １ の 靴 底 本 体 １ が 適 時
に 弾 性 変 形 し 、 詳 し く は 図 ７ ， 図 ８ に 示 す よ う に 、 歩 行 時 の あ お り 動 作 に お い て 、 踵 外 側
が 着 地 （ ▲ １ ▼ ） し た 後 、 第 五 指 の 付 け 根 が 着 地 し （ ▲ ２ ▼ ） 、 次 い で 第 一 指 の 付 け 根 が
着 地 し （ ▲ ３ ▼ ） 、 さ ら に 第 一 指 の 周 辺 で の 蹴 り 出 し （ ▲ ４ ▼ ） を 行 う 動 作 が 順 次 に 行 わ
れ る が 、 そ の 際 、 第 五 指 の 付 け 根 、 第 一 指 の 付 け 根 が 着 地 し た 際 に 靴 底 本 体 １ の 不 踏 部 １
ｂ 、 踵 部 １ ａ が 反 り 上 が り 、 さ ら に 第 一 指 が 着 地 し た 際 に 踏 付 け 部 １ ｃ が 反 り 上 が る 。 よ
っ て 、 前 記 あ お り 動 作 が 靴 底 本 体 １ の 前 記 し た 変 形 に よ り 適 正 に 助 勢 さ れ 、 高 齢 者 や 怪 我
人 、 病 人 、 障 害 者 な ど 、 通 常 歩 行 が 困 難 で あ る 人 で あ っ て も 、 安 定 し た 歩 行 を 行 う こ と が
で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 各 滑 り 止 め 部 ２ ａ ， ２ ｂ に お い て 、 爪 先 方 向 と 踵 方 向 に 対 し 互 い 違 い に 傾 斜 す る 各
突 起 ９ ａ ， ９ ｂ に よ り 、 大 き な 滑 り 止 め 効 果 が 得 ら れ る と 共 に 、 歩 行 の 際 の 接 地 面 に 対 す
る グ リ ッ プ 力 が 増 加 し 、 前 記 あ お り 動 作 の 助 勢 作 用 を よ り 確 実 な も の と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 、 本 発 明 に 係 る 靴 底 と そ れ を 備 え た 歩 行 靴 の 実 施 形 態 の 一 例 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説
明 し た が 、 本 発 明 は 図 示 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 前 記 し た 凹 部 ７ ａ ， ７ ｂ
に 滑 止 め 板 ８ ａ ， ８ ｂ を 貼 着 し て 滑 り 止 め 部 ２ ａ ， ２ ｂ と す る こ と に 代 え て 、 靴 底 本 体 １
に 凹 部 ７ ａ ， ７ ｂ を 設 け ず そ の 踵 部 １ ａ 、 踏 付 け 部 １ ｃ 、 爪 先 部 １ ｄ の 接 地 面 側 に 、 前 記
し た よ う に 多 数 の 突 起 ９ ａ ， ９ ｂ を 一 体 成 形 し て 滑 り 止 め 部 ２ ａ ， ２ ｂ を 形 成 し た り 、 ま
た 、 滑 り 止 め 部 を 靴 底 本 体 １ の 不 踏 部 １ ｂ に も 形 成 す る な ど 、 本 願 の 特 許 請 求 範 囲 の 各 請
求 項 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇 に お い て 、 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も
な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 靴 底 は 、 踵 部 （ １ ａ ） か ら 爪 先 部 （ １ ｄ ） に 向 け て 漸 次 肉 薄 に な
る と 共 に 、 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） か ら 爪 先 部 （ １ ｄ ） に 向 け て 上 方 へ 漸 次 反 り 上 が る よ う 、 所
定 の 弾 性 材 料 で 一 体 成 形 し た 靴 底 本 体 （ １ ） の 、 少 な く と も 不 踏 部 （ １ ｂ ） と 踏 付 け 部 （
１ ｃ ） の 間 と 、 踏 付 け 部 （ １ ｃ ） と 爪 先 部 （ １ ｄ ） の 間 に 、 接 地 面 側 の 凹 溝 （ ３ ａ ， ４ ａ
） と 靴 内 面 側 の 凹 溝 （ ３ ｂ ， ４ ｂ ） か ら な る 薄 肉 部 （ ３ ， ４ ） を 設 け 、
接 地 面 側 の 凹 溝 は 、 第 五 指 付 け 根 部 位 （ ａ ） 側 の 端 部 （ ３ ａ － １ ， ４ ａ － １ ） が 靴 底 外 周
縁 （ ５ ） を 横 断 し て 靴 底 側 面 （ ６ ） に 至 り 、 第 一 指 付 け 根 部 位 （ ｂ ） 側 の 端 部 （ ３ ａ － ２
， ４ ａ － ２ ） が 靴 底 外 周 縁 （ ５ ） の 手 前 に 位 置 し 、
靴 内 面 側 の 凹 溝 （ ３ ｂ ， ４ ｂ ） は 、 第 五 指 付 け 根 部 位 （ ａ ） 側 の 端 部 （ ３ ｂ － １ ， ４ ｂ －
１ ） と 、 第 一 指 付 け 根 部 位 （ ｂ ） 側 の 端 部 （ ３ ｂ － ２ ， ４ ｂ － ２ ） と が 、 靴 底 外 周 縁 （ ５
） の 手 前 に 位 置 し 、
さ ら に 、 接 地 面 側 の 各 凹 溝 （ ３ ａ ， ４ ａ ） 間 の 幅 （ ｈ １ ） 、 靴 内 面 側 の 凹 溝 （ ３ ｂ ， ４ ｂ
） 間 の 幅 （ ｈ ２ ） が 、 第 五 指 付 け 根 部 位 か ら 第 一 指 付 け 根 部 位 に 向 け て 徐 々 に 狭 く な る よ
う に し た の で 、
歩 行 に 際 し 靴 底 本 体 （ １ ） が 適 時 に 弾 性 変 形 し 、 第 五 指 の 付 け 根 、 第 一 指 の 付 け 根 が 着 地
し た 際 に 不 踏 部 （ １ ｂ ） 、 踵 部 （ １ ａ ） が 反 り 上 が り 、 さ ら に 第 一 指 が 着 地 し た 際 に 踏 付
け 部 （ １ ｃ ） が 反 り 上 が っ て 、 踵 外 側 の 着 地 、 第 五 指 付 け 根 の 着 地 、 第 一 指 付 け 根 の 着 地
、 第 一 指 周 辺 で の 蹴 り 出 し の 各 動 作 が 順 次 行 わ れ る あ お り 動 作 を 助 勢 し 、 例 え ば 高 齢 者 や
怪 我 人 、 病 人 、 障 害 者 な ど 、 通 常 歩 行 が 困 難 な 人 で あ っ て も 、 安 定 し た 歩 行 を 行 う こ と が
で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 靴 底 は 、 少 な く と も 踵 部 、 踏 付 け 部 、 爪 先 部 に 滑 り 止 め 部 （
２ ａ ， ２ ｂ ） を 設 け 、 各 滑 り 止 め 部 は 、 断 面 山 形 状 の 突 起 （ ９ ａ ， ９ ｂ ） を 、 靴 底 の 長 手
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方 向 と 幅 方 向 に 沿 っ て 多 数 配 設 す る と 共 に 、 靴 底 幅 方 向 に お い て 隣 り 合 う 突 起 （ ９ ａ ， ９
ｂ ） の 傾 斜 方 向 が 互 い 違 い に な る よ う 、 一 方 の 突 起 （ ９ ａ ） を 爪 先 方 向 に 傾 斜 さ せ 、 他 方
の 突 起 （ ９ ｂ ） を 踵 方 向 に 傾 斜 さ せ た の で 、 大 き な 滑 り 止 め 効 果 を 発 揮 す る と 共 に 、 接 地
面 に 対 す る グ リ ッ プ 力 の 増 加 に よ り 前 記 あ お り 動 作 を 効 果 的 に 助 勢 し て 、 前 述 の 効 果 を よ
り 実 効 あ る も の と し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 歩 行 靴 は 、 前 記 請 求 項 １ 又 は ２ に よ る 前 述 の 効 果 を 奏 す る 靴
と し て 、 例 え ば 高 齢 者 、 怪 我 人 、 病 人 、 障 害 者 な ど 通 常 歩 行 が 困 難 な 人 に 好 適 に 提 供 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で 、 靴 本 体 を 仮 想 線 で 表 す 。
【 図 ２ 】 図 １ の 底 面 図 。
【 図 ３ 】 靴 底 の 平 面 図 。
【 図 ４ 】 靴 底 の 側 面 図 で 一 部 断 面 し て 表 す 。
【 図 ５ 】 図 １ の 正 面 図 。
【 図 ６ 】 靴 底 の 底 面 側 の 斜 視 図 で 、 滑 り 止 め 部 の 突 起 を 拡 大 し て 表 す 。
【 図 ７ 】 歩 行 時 の あ お り 動 作 と 靴 底 と の 関 係 を 示 す 簡 略 平 面 図 。
【 図 ８ 】 歩 行 時 の あ お り 動 作 に 伴 う 靴 底 の 変 形 状 態 を 示 す 簡 略 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ ： 歩 行 靴
Ａ １ ： 靴 底
Ａ ２ ： 靴 本 体
１ ： 靴 底 本 体
１ ａ ： 踵 部
１ ｂ ： 不 踏 部
１ ｃ ： 踏 付 け 部
１ ｄ ： 爪 先 部
２ ａ ， ２ ｂ ： 滑 り 止 め 部
３ ， ４ ： 薄 肉 部
３ ａ ， ４ ａ ： 接 地 面 側 の 凹 溝
３ ｂ ， ４ ｂ ： 靴 内 面 側 の 凹 溝
５ ： 靴 底 外 周 縁
６ ： 靴 底 側 面
９ ａ ： 爪 先 方 向 に 傾 斜 す る 突 起
９ ｂ ： 踵 方 向 に 傾 斜 す る 突 起
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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